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五ヶ瀬町教育委員会の自己点検・評価に関する意見書 

（令和５年度対象） 

職・氏名 宮崎大学 准教授  遠藤 宏美 

１ 教育委員会の活動及び教育委員会が管理・執行する事務について 

 法令に基づき、適切に事務執行されている。 
新型コロナウイルス感染症の５類への移行により、学校行事をはじめとしてコ

ロナ禍以前の実施体制に戻りつつあり、教育委員会と事務局、所管の学校等との
連絡調整・情報交換を密にしながら進められていることがうかがえる。 
一方で、本町に限った話ではないが、一般に教育委員会（議）の活動が町 には

見えにくい。教育委員や教育委員会事務局に過重な負担をかけることは本意では
ないが、懸命なご努力に対して町 から適切な評価や信頼、関心が得られるよう、
議事録のホームページ上での公開なども含め、今後も教育委員会の活動の情報発
信を期待する。 

２ 教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務について 

【学校教育】五ヶ瀬教育グランドビジョンに基づいて、少人数の児童生徒に対す
るきめ細やかな学校教育の実現を目指し、教職員の研修や教育環境の整備等に
取り組まれた。また、その成果が着実に現れてきている様子もうかがえる。 
５校もの学校がありながらも機動力が高く、教育環境の整備がスムーズに進
められていることや、各学校の特色を生かしながらも５校が一丸となってさま
ざまな取組を実施できているのは五ヶ瀬町の教育の強みであろう。小学校の複
式化や中学校の部活動の地域移行などの課題はありつつも、五ヶ瀬町の学校教
育の強みを活かし、いっそうの充実・発展が期待できる。 

【社会教育・生涯スポーツ】Ｃ評価が見受けられるが、高齢化や人口減少等によ
る活動の停滞・低下がその原因であり、達成度だけで評価するのは早計であろ
う。社会教育・生涯スポーツは、町 の  の健康維持・向上に資するのみなら
ず、豊かな学習活動を通じて町 に社会参加を促し、ひいては町 それぞれの
ウェルビーイングの実現に寄与するものであり、期待される役割は大きい。子
どもから高齢者までを広く対象とした、五ヶ瀬町の資源を活かした社会教育・
生涯スポーツの在り方が求められよう。 
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３ 総合評価について 

 新型コロナウイルス感染症の５類への移行により、コロナ禍で中止・縮小等に
追い込まれてきた種々の教育活動が再開されるようになってきた。一方でいった
ん変容した町 の 動や地域との関係が影響し、完全にコロナ禍前の状態に「戻
る」ことは難しい状況がうかがえる。五ヶ瀬町に限らず、もはや「戻す」のではな
く、新たな方法や別の在り方を模索することが求められているといえよう。 
 今後も、教育委員会による適正な事務の管理及び執行を通じ、また「五ヶ瀬教
育グランドビジョン」に基づき、五ヶ瀬町の教育のさらなる充実・発展を祈念し
ている。 

４ その他ご意見等 

五ヶ瀬町はＧ授業などをその例として、さまざまな「弱み」を「逆転の発想」で
「強み」に変え、困難を乗り越えるばかりかプラスの効果を得てこられた。今こ
そ、その「逆転の発想」を発揮すべきであろう。人口減少・高齢化、少子化に伴う
複式学級化、へき地計画交流制度による教職員の頻繁な異動、宮崎県・熊本県両
方の文化の交差点、宮崎大学をはじめとする外部人材の協力・・・五ヶ瀬町には多
くの「強み」があると認識しており、まだまだ発展の余地が残されている。こぢん
まりと内に閉じるのではなく、五ヶ瀬町独自の教育システムの魅力を発信し、町
 が 信と誇りをもって教育活動を行うことができることを期待している。 
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